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1．調査の経緯と経過

川津一ノ又遺跡は坂出市川津町一ノ又に所在し，大束川の西岸に位置する。この遺跡は今回の

調査を含めて三度の調査実績がある。代表的な調査では，財団法人香川県埋蔵文化財調査セン

ター（以下センターと略称）が実施した四国横断自動車道（以下横断道と略称）の建設に伴う発

掘調査がある。この調査により川津一ノ又遺跡が，弥生時代より中世にいたる，飯野山北麓の大

規模な集落跡であることが明らかになった。

昭和63年4月香川県教育委員会は，香川県土木部河川課（以下河川課と略称）と，大束川河川

改修事業の工事区城内に所在する埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行った。その結果工事予

定地内の埋蔵文化財については，事前にその有無を確認し適切な保護措置をはかる点で合意し

た。

平成3年3月香川県教育委員会は，川津一ノ又遺跡の東に隣接する大束川西岸の河川改修工事

区域内の試掘調査を実施した。この調査により，当該地の保護措置の必要な範囲が2，850汀fであ

ることと，川津一ノ又遺跡の範囲が大束川西岸城まで拡がることが明らかになった。その調査結

果に基づき香川県教育委員会は河川課と協議を行い，横断道建設工事区城と接する部分の310nf

については香川県教育委員会が平成3年度に発掘調査を実施することで合意し，同年8月・9月

に調査を実施した。また，残りの2，540nfの取り扱いについて香川県教育委員会は，センター及

び河川課と協議を重ね，平成4年度にセンターが発掘調査を実施することで合意し，平成4年4

月1日付けでセンターとの間で「埋蔵文化財調査契約書」を締結した。

本調査の調査方法は，以下の方法による。

①　調査区は北より工～Ⅲ区の3区分とした。

②　調査杭の設置及び名称は横断道調査の調査成果との混乱を避けるため，横断道の調査に

準じた。

③　遺構の測量は航空測量とした。

④　作業員は直営での雇用とした。

調査は平成4年4月1日より開始し，同年9月30日に終了した。4月前半は進入路，現場事務

所などの仮設工事，後半より工区から機械掘削にかかり，遺構掘削は5月初頭より開始し8月末

までを要した。小面積の割に遺構の密度は高く，住居跡・溝・土坑・土墳墓など多数の遺構が検

出された。特にⅡ・Ⅲ区には自然地形の大きな落ち込みが確認された。この落ち込みからは複数

の遺構面が検出され調査工程の上で課題となった。出土遺物も多く，コンテナにして260箱を数

えた。9月には，基礎整理，仮設備の撤去等を実施し現地調査を完了した。
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2．立地と環境

地理的環境

香川県内には讃岐山脈に発して瀬戸内海に注ぐ中小河川が形成する三豊平野・丸亀平野・高松

平野・志度平野などの小平野がある。このなかの丸亀平野には現在西から弘田川・金倉川・土器

川・大束川の4河川がある。川津一ノ又遺跡は平野の東部，大束川によって形成された沖積平野

部分にあり，現在の大束川の西岸際に位置する。南に飯野山，東に常山，金山，城山，北に角

山，聖通寺山などがあり，西は丸亀平野部へと開けている。

歴史的環境
／

川津一ノ又遺跡の所在する坂出の平野では縄文時代の考古資料は現在のところ少ないのが現状

である。弥生時代になると下川津遺跡，元結木遺跡などを中心とする坂出の平野北部の集落と飯

野山の北麓にある川津一ノ又遺跡を中心とする坂出の平野南部の集落が形成されていたようであ

る。古墳時代になると弥生時代の集落を背景として，この地域でも前方後円墳と伝えられる川津

茶臼山古墳など首長クラスを埋葬する古墳が造られ，畿内中枢の諸首長との関係を保持していた

ようである。その後古墳は小規模化し，古墳時代後期には青野山山塊，飯野山山麓に群集境が形

成されていく。また，下川津遺跡では古墳時代後期（7世紀初頭）の首長層の屋敷地が検出され

ていることや，古代から中世にかけての集落も確認されていることから，下川津遺跡を中心とし

第1表　周辺遺跡の概要

番号 遺　 跡　 名 所在地 調査年度 調査面積 種　　 類 時　　 代 文　　　　　　 献

1 川津一 ノ又遺跡 川津町 平成4年 2，封Onf 集落 弥生～中世

2 川津東山田遺跡 川津町 平成2～3年 28，600 nf 集落 弥生～古代 香川県埋蔵文化財調査センター年報

I 区 ・Ⅱ区 飯 山町 平成 2 年度 ・3 年度　 香川県教育委員会

3 川津中塚遺跡 川津町 平成2～3年 20，99 0nf 集落 弥生～中世 香川県埋蔵文化財調査セ ンター年報

I 区 ・Ⅱ区 平成 2 年度 ・3 年度　 香川県教育委員会

4 川津下樋遺跡 川津町 平成2～3年 9，850汀F 水田

自然河川

縄文～弥生 香川県埋蔵文化財調査セ ンター年報

平成 2 年度 ・3 年度　 香川県教育委員会

5 川津一 ノ又遺跡 川津町 平成2～3年 36，5 10nf 集落 弥生～中世 香川県埋蔵文化財調査セ ンター年報

Ⅲ区 ・Ⅳ区 平成 2 年度 ・3 年度　 香川県教育委員会

6 川津川西遺跡 川津町 平成2年 5，400 nf 集落 縄文～中世 香川県埋蔵文化財調査センター年報

平成 2 年度　 香川県教育委員会

7 川津二代取遺跡 川津町 平成2年 10、40 0nf 集落

自然河川

弥生～中世 香川県埋蔵文化財調査セシター年報

平成 2 年度　 香川県教育委員会

8 川津元結木遺跡 川津町 平成元年 1，200 nf 集落 弥生～中世 酬県城文化相貌ンター用 平成元年度酬鰯育委胎

川津加水甜 平舶年度酬純音委胎

9 川津西又遺跡 川津町 昭和6 3年 65 nf 集落 弥生 香川県埋蔵文化財調査年報

昭和63年度　 香川県教育委員会

1 0 下川津遺跡 川津町 昭和60～62

年

89，600 nf 集落 弥生～中世 瀬戸大橋建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告Ⅶ

下川津遺跡 1990　　　　　　 香川県教育委員会
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た坂出の平野の北部が古代以来の中枢的な位置にあったことが想定できる。

一方，文献資料においては「川津」の地名が正倉院資料のなかに最初にみられ，東大寺文書で

は川津郷が東大寺の荘園（初期荘園）として租・庸・調が納められていたという記録が残ってい

る。その後，律令国家の動揺のなかで初期荘園は解体していくが川津郷も同じ経過をたどったよ

うである。13世紀になるとこの地域の一部で「春日社」の荘園「河津庄」が立庄されていたこと

を文献資料にみることができる。古代の終わりから中世にかけてこの辺りの荘園化が急速に進

み，13－14世紀には当地城には公領川津郷と河津「庄」が併存していたようである。鎌倉時代末

から室町時代初頭の内乱期には，当地城でも混乱が生じていることが文献に残されているが，そ

れを最後に公領川津郷及び河津庄の記録は残っていない。そしてその後この地域の荘園秩序がど

のように消滅していったかは明らかではない。

第1図　調査地及び周辺遺跡
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3．調査の概要

本年度の調査は，平成2年度，3年度に四国横断自動車道建設に伴い発掘調査が行なわれた川

津一ノ又遺跡Ⅲ区・Ⅳ区（以下横断道調査と略称）の東方に位置する2540nfを対象として行なわ

れた。

当遺跡は調査の結果，地形的にみるとⅢ区南部からm区にかけて自然の落ちがみられ，I区と

I区北部を中心とする微高地状の部分とⅢ区南部とⅢ区を中心とする低湿地部分が確認された。

調査区北部では同一面で弥生時代から中世までの遺構が認められたが，南部では低湿地部分の各

堆積層上面で，上層から第1面が中世を中心とする時期，第2面が古墳時代から古代を中心とす

る時期，第3面が弥生時代を中心とする時期の計3つの遺構面から形成されていることが確認さ

れた。以後各時代の遺構の広がりと遺構についてその概略を紹介しておく。

4．遺構・遺物について

弥生時代

弥生時代では中期後半と後期の遺構を検出した。

中期後半の遺構としては竪穴住居（SHO3），土坑（SKO6），溝（SD37）を調査区北

部のI・Ⅱ区北部で検出した。この時期では調査区南部においては砂の堆積が1mほどあり，低

湿地の存在を窺わせる状況であった。したがってこの時期の遺構は主として調査区北部で検出さ

れている。遺構はあまり多くなく，南部の低湿地の縁辺部において中期後半の集落を画すると思

われる溝（SD37）をほぼ東西方向で検出した。規模は上幅1．35m，深さ0．46mで断面形態が

U字を呈するものである。

竪穴住居（SH O3）は

調査区内で一部検出された

ものであるが，平面形が円

形を呈し，壁溝を有してい

ることが確認されている。

後期の遺構としては竪穴

住居（S H O4・05），

掘立柱建物（S B15），

溝（S D28・35）が調

査区全域で検出された。こ

の時期に南部の低湿地は埋

まっており，その堆積層の

上面で掘立柱建物・溝など

が検出されている。掘立柱 第2図　SHOl検出状況
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建物は1間×2間（2．0mX2．98m）と規模が小さいものである。竪穴住居は2棟とも平面形が

隅丸方形を呈しており，主軸がほぼ真北を向いている。竪穴住居（SH O5）は検出遺構面から

床面まで0．44mと深く，調査区壁際で炉を検出している。

古墳時代（7世紀前半）

古墳時代の遺構としては竪穴住居（S H O2），掘立柱建物（S B O9），溝（S D O7・1

6・36・39）を調査区全域で検出した。Ⅲ区で検出され竪穴住居（SH O2）は平面形が隅

丸方形を呈し，北壁中央部に造り付けのカマドをもつものである（第14図）。規模は長辺5．5m，

短辺5．4m，深さ0．08mを計る。床面から多数の柱穴が出土していることから数回の立て替えが

あったものと考えられる。北部壁溝より7世紀前半の須恵器杯蓋が出土している。また，工区で

検出されたS D07は南北方向

に流路をとるもので，上幅

3．1m，深さ1．2mの断面U字形

を呈するものである。溝の堆積　㊥

埋土は暗灰色粘質土層と暗茶灰

色粘質土層の上下2層に大別で

き，その上層埋土は自黄色粘質　㊥

土の地山を大量に含んでおり，

意図的に埋められた形跡がみら

れる。また，その上層より牛馬

と思われる獣骨が多数出土して

いることなどから，何らかの祭

祀がそこで執り行われたものと

考えられる。

古代

古代では奈良時代（8世紀）

と平安時代（10世紀）の遺構

を検出した。

奈良時代の遺構としては竪穴

住居（S H Ol），掘立柱建物

（S B Ol・0　2・0　8・1

2），土墳墓（S T O3），溝

（S D27），大畔，不明遺構

（S X Ol）を調査区ほぼ中央

①淡灰茶色粘質土居 ⑦茶灰粘質土居（赤色化している）

②淡灰茶色粘質土居（④のブロックを含む）　⑧焼土
⑨炭層
⑩濁茶黄色粘質土居
⑪茶黄色粘質土居

③灰茶色粘質土居
④明茶黄色粘質土居

⑤茶灰色粘質土居
⑥灰茶色粘質土居
（濁白黄色粘質土居のブロックを含む）

第3図　SHOl平・断面図
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第4図　SHOl出土造物

部で検出した。

SHOl（第2・3図）はⅡ区で検出されたやや小型の竪穴住居である。検出平面形は東西

3．0m，南北3．3mの隅丸方形を呈し，床面積9．9nfを計る。検出面からの深さは0．28mである。

北壁中央部に造り付けのかまどをもち，床面より4穴の主柱穴を確認した。床面直上より須恵器

（1・2）・土師器が，かまど周辺で土師質の長胴聾（3）が出土している（第4図）。

1は須恵器高台付杯である。底部はヘラ切りされており，休部は直線的に外上方にのびる。底

部と体部の境に台形状の高台が付けられている。2は須恵器の嚢である。頸部は緩やかに外反

し，口縁部は内面を小さく摘み出し，外面をわずかに肥厚させ終わらせている。3は土師質の長

胴要である。頸吉田ま「く」の字に外反しそのまま口縁端部に至る。休部外面に刷毛目が施されて

いる。

時期は須恵器より8世紀

前半頃と思われる。

調査区中央部ではSH O

lを取り囲むように掘立柱

建物4棟を検出した。これ

ら掘立柱建物は全て0．6m

前後のやや大きい掘り形を

もつ柱穴で構成されてい

る。調査区中央部で検出し

たSX Olは東西幅は不明

であるが南北約12mと平面

半円形を呈しており，堆積

土はほぼ平坦に埋没してい

た。小水田の可能性が考え 第5図I区遺構検出状況（北西より）

－　6　－



第6図I区中央部遺構配置図
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られる。また，このS X Olからは溝（SD27）が北部から流れだしている。

掘立柱建物は全て主軸を20－300西偏させるものである。また，SXOlから流れだすSD2

7もほぼこの方位をとっている。この方位は現在の坂出の平野にみられる方格地割の方向に概ね

合致するものである。

土墳墓（STO3）は長辺0．48mの楕円形の掘り形をもつもので，その掘り形いっぱいに横置

きされた長胴嚢が出土した。この長胴嚢は口縁部に嚢の下半部で蓋をするもので小児用の斐棺と

思われる（第13図）。

以上の竪穴住居・掘立柱建物・土墳墓は出土遺物より同時期と思われる。8世紀前半の竪穴住

居は県内で検出されているものでは最も新しいもので，その他の遺構との関係が注目される。

調査区南部で検出されて大畔は，検出面で幅2．4mの地山削り出しでほぼ東西方向に確認され

た。横断道調査で検出された大畔は南部低湿地部分の縁辺部で検出されており，盛り土の部分と

地山削り出しの部分が確認されている。この大畔の延長が遺跡の東辺にあたる今回の調査区でも

検出されたことになる。

平安時代の遺構としては土墳墓（S T Ol）をⅢ区で検出した。

土墳墓（STOl）は検出平面形は長方形で，断面は箱型を呈する（第7・8図）。規模は長

辺1．81m，西部付近の短辺0．63m，東部付近の短辺0．70m，深さ0．28mを計る。土塀内の西部よ

り下顎および歯が，東部より須恵器（4）・土師器（5・6）が出土している。

4は須恵器の皿である。底部がヘラ切りされており，体部は直線気味に外上方に延びる。5・

6は土師器杯である。5は底部がヘラ切りされており，休部がやや内攣気味に外上方に延びる。

6は底部がヘラ切りされて

おり，体部がほぼ直線気味

に外上方に延びる。口縁端

部内面に凹線状のくぼみが

認められる。

西部より下顎および歯が

出土していることから西が

頭部，東が脚部になる。

時期は脚部出土遺物より

10世紀前半頃と思われる。

中世

中世の遺構としては掘立

柱建物（S B O5－07・

13・14），土墳墓（S T O 第7回　STOl検出状況
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第8図　STOl出土遺物　　　　　＿・ノ

①茶灰色粘質土層（1～4mm程度の砂粒を少量含む）0

霊警諸芸監志雪1（完詣監禁訂）－
④暗茶灰色砂質土層（1mm以下の砂粒）
⑤黄茶灰色砂質土層（シルト質）

第9図　STOl平・断面図

2・04・05），溝（SD Ol・09－13）が調査区北部のI区を中心に検出された。

掘立柱建物と土墳墓は現在の方格地割の方向に合致する溝（SD11－13）によって集落城

は区画されており，その溝から直行する溝（SD Ol・09）が掘立柱建物群と土墳墓域を区画

している。

5．おわりに

今回の川津一ノ又遺跡の調査によって隣接する横断道調査（川津一ノ又遺跡Ⅲ・Ⅳ区）との繋

がりおよび調査区東側を流れる大束川際まで遺構の広がりが確認された。また，弥生時代中期後

半にあった低湿地部分が弥生時代後期には完全に埋まり，集落城が広がったのではないかという

想定も可能になってきた。この一連の発掘調査結果によって飯野山北麓に広がる各時期ごとの集

落の範囲を確定し，その成果を基に現在の大束川の形成時期および坂出の平野の開発にも言及で

きるものと考える。
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第2表　遺構一覧
竪穴住居

調査区 遺構名 形状 朋（長欄欄）m 両肘 施　　　 設 出土造物 時期 備考

Ⅱ区 S H O ‘1 隅丸方形 3．3X3．0×0．28 9．9 北辺にかまど 須恵器
土師器

8 世紀前半

I 区 S H O 2 隅丸方形 5．5X5．4×0．08 29．7 北辺にかまど
壁溝

須恵器
土師器

7 世紀前半 建て替えあり

I 区 S H O 3 円形 直径約5．0 壁溝 弥生土器 弥生時代
中期後半

Ⅱ区 S H O 4 隅丸方形 2・2Xl．9XO．44 4．18 弥生土器 弥生時代
後期

Ⅱ区 S H O 5 隅丸方形 深さ0．44 中央に炉 弥生土器 弥生時代
後期

調査区 遺構名 舶（鯛 桁） 面積汀i 主軸 時　　 期 備　 考 出土遺物

Ⅱ区 S B O l 2間X3問 24．2 N20●W 奈良時代 一辺約60血の隅丸方形の柱穴で構成 須恵器
（8 世紀頃） されている。 土師器

Ⅱ区 S B O 2 2間×3間 15．7 N27●甘 奈良時代 一辺約60①の隅丸方形の柱穴で構成 須恵器
（8 世紀頃） されている。 土師器

Ⅱ区 S B O 3 2間X4問 31．2 N7．曹 7 世紀後半～8 世 一辺約80皿の隅丸方形の柱穴で構成 須恵器
紀初 されている。S H O l に切られてい

る。
．土師器

I 区 S B O 4 （2）問×（3）問 N17●W 一辺約7紬の隅丸方形の柱穴で構成
されている。

須恵器
土師器

I 匡 S B O 5 （2）問×4間 N19●甘 中世 直径約30qの円形の柱穴で構成され 須恵器 ・土
（13世紀） ている。 師器・瓦器

I 区 S B O 6 珊×4間 9．6 N18●甘 中世後半 直径約3紬の円形の柱穴で構成され
ている。

土師器 ・土
師質すり鉢

I 区 S B O 7 2問X（3）問 N37●甘 中世後半 直径約50旬の円形の柱穴で構成され
ている。

土師器
土師質土釜

Ⅱ区 S B O 8 （2川X3閑 N29●甘 奈良時代 一辺約5紬の隅丸方形の柱穴で構成 須恵器
（8世紀頃） されている。 土師器

Ⅱ区 S B O 9 2問X（2）開 N6．甘 7 世紀前半 直径約50血の円形の柱穴で構成され
ている。

須恵器
土師器

Ⅱ区 S B l O （1）岡×（3）問 N23．甘 直径約4紬の柱穴で構成されている。 須恵器
土師器

Ⅱ区 S B l l 2問×4問 21．7 N3●E 一辺約40血の隅丸方形の柱穴で構成
されている。

須恵器
土師器

Ⅱ区 S B 1 2 2問×3問 21．5 N18●甘 一辺約5紬の隅丸方形の柱穴で構成
されている。

須恵器
土師器

Ⅱ区 S B 1 3 2問X（3）問 Nl●E 中世 一辺約4伽の隅丸方形の柱穴で構成 土師器・瓦
（13世紀） されている。 器 ・鉄製品

Ⅱ区 S B 1 4 2問X（3）間 N14●甘 中世
（13世紀）

直径約5紬の柱穴で構成されている。土師器・瓦
器 ・鉄製品

Ⅲ区 S B 1 5 1間×2問 ¢・0 N25●E 弥生時代 「辺約50皿の柱穴で構成されている。弥生土器
サヌカイト
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